


明
治
１
５
０
年

　
羽
村
の
あ
ゆ
み

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
満
１
５
０
年
の
年
に
当
た
り
ま
す

　
明
治
以
降
、
日
本
は
近
代
国
家
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
明
治
期
に
多
岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
組
み
が
行
わ
れ
、
国
の
基
本
的
な
形
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
１
５
０
年
の
間
、
羽
村
は
ど
の
よ
う
な
あ
ゆ
み
を
続
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
羽
村
の
１
５
０
年
の
あ
ゆ
み
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「
明
治
」
と
改
元

廃
藩
置
県

西
南
戦
争
起
こ
る

「
郡
区
町
村
編
制
法
」「
府
県
会
規
則
」

「
地
方
税
規
則
」（
三
新
法
）
公
布

市
制
・
町
村
制
公
布

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

「
教
育
勅
語
」
発
布

日
清
戦
争
開
戦

日
露
戦
争
開
戦

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
設
立

「
大
正
」
と
改
元

第
一
次
世
界
大
戦
開
戦

日
本
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

11
月　

羽
村
、
五
ノ
神
村
、
川
崎
村
は
、
廃
藩
置
県
（
改
置
府
県
）
に
よ
り
神
奈
川
県
に
入
る

２
月　

一
峰
院
、
禅
福
寺
、
禅
林
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
小
学
校
教
育
開
始

６
月　

羽
村
、
五
ノ
神
、
川
崎
、
福
生
、
熊
川
の
五
か
村
が
合
併
し
、
多
摩
村
と
な
る

11
月　

多
摩
郡
が
東
・
西
・
南
・
北
に
四
分
、
市
域
は
西
多
摩
郡
と
な
る

６
月　

多
摩
村
が
解
散
し
、
旧
五
か
村
に
戻
る

４
月　

中
里
弥
之
助
（
介
山
）
誕
生

１
月　

羽
村
、
五
ノ
神
村
、
川
崎
村
が
合
併
し
、
西
多
摩
村
が
成
立

10
月　

下
田
伊
左
衛
門
、
成
進
社
養
蚕
伝
習
所
設
立

４
月　

三
多
摩
が
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
に
編
入

11
月　

青
梅
鉄
道
開
通
（
羽
村
駅
、
小
作
駅
開
設
）

11
月　

羽
村
郵
便
局
開
局

８
月　

多
摩
川
大
洪
水
、
村
内
田
畑
多
数
流
出

８
月　

帝
国
電
灯
会
社
に
よ
り
、
村
内
に
電
灯
が
点
灯

９
月　

中
里
介
山
、
都
新
聞
に
「
大
菩
薩
峠
」
連
載
開
始

▲西多摩小学校 明治後期▲羽村郵便局 昭和 41 年ごろ
　（現在の羽村南郵便局）
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【
世
の
中
の
で
き
ご
と
】

【
羽
村
市
の
で
き
ご
と
】
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